
第１回山ノ内町立小学校統合準備委員会 議事要旨 

 

○開催日時・場所・出席者 

  日 時  令和４年１２月２３日（金） 午後６時００分から午後７時１０分 

  場 所  山ノ内町文化センター ３階ホール 

  出席者  （委 員） 

委 員 長   原  隆文 （小学校長経験者） 

副委員長   金井 哲也 （町子ども会育成会連絡協議会） 

田中 浩幸 （東小学校ＰＴＡ会長） 

宮崎 秋之 （南小学校ＰＴＡ会長） 

畔上 元弘 （西小学校ＰＴＡ会長） 

山本 佳史 （山ノ内中学校ＰＴＡ会長） 

山本 典敬 （ほなみ保育園保護者会長） 

関  知里 （よませ保育園保護者会長） 

下田 愛実 （すがかわ保育園保護者会長） 

湯本 文洋 （東小学校長） 

原  幸子 （南小学校長） 

齋藤 義和 （西小学校長） 

山口  近 （山ノ内中学校長） 

宮崎 幸雄 （区長会長・湯田中区長） 

北原 公治 （副区長会長・戸狩区長） 

保坂 克芳 （副区長会長・須賀川区長） 

小河原 康貴（コミュニティスクールコーディネーター） 

佐藤 重子 （主任児童委員） 

       （教育委員） 

山ノ内町教育長        柴草 隆 

       山ノ内町教育長職務代理者   岩本 繁樹 

       山ノ内町教育委員       堀米 ひろみ 

       山ノ内町教育委員       山本 均 

       （事務局） 

       山ノ内町教育委員会事務局 教育次長         小林 元広 

       山ノ内町教育委員会事務局 学校教育係長       森川 昌俊 

       山ノ内町教育委員会事務局 教育指導主事       小林 妙子 

山ノ内町教育委員会事務局 学校教育係        畔上 俊樹 

山ノ内町教育委員会事務局 学校教育係        田中 稜平 

       

  傍聴者  なし 



○協議状況（議事要旨） 

 

１ 開会 

 ・小林教育次長開会の宣告。 

 ・本日の会議は次第６の会議事項までを公開とし、７以降は非公開とする旨を説明。 

 

２ 教育長あいさつ    

 ・柴草教育長からあいさつをした。 

 

３ 委嘱書交付 

 ・委嘱書交付後、出席者相互に自己紹介をした。 

 

４ 小学校統合に係る経過について   

 ・資料１「山ノ内町立小学校適正規模及び適正配置に係る基本方針」により経過につ

いて小林次長から説明する。 

 

５ 委員長、副委員長の選出   

・山ノ内町立小学校統合準備委員会設置要綱第５条の規定による互選で、委員長には

原  隆文氏、副委員長には金井 哲也氏が選出された。 

 

６ 会議事項 

 ・山ノ内町立小学校統合準備委員会設置要綱第６条の規定により、原  隆文委員長

が議長となる。 

 

（１）統合準備員会の設置について 

・資料 2 山ノ内町立小学校統合準備委員会設置要綱に基づき、小林次長から説明

する。 

 

（２）統合準備委員会の運営について 

 ・資料 3-1 山ノ内町立小学校統合準備委員会運営要領、資料 3-2 小学校統合準

備委員会の組織図（案）、資料 3-3 山ノ内町立小学校統合準備委員会の概要図に

基づき、小林次長から説明する。 

 

７ 整備計画策定支援業務委託に係るプレゼンテーション 

 ・山ノ内町統合小学校整備計画策定支援業務受託業者である㈱宮本忠長建築設計事務

所によるプロポーザル提案のプレゼンテーションを実施した。 

 



 

８ その他   

・小林次長から、１月１２日開催予定の信州大学教職支援センター准教授 荒井英治

郎先生によるオンライン講演会について説明する。 

・第２回の統合準備委員会については、日程調整のうえ正式に通知する旨を説明する。 

 

○質疑等 

委 員：専門部会についてＰＴＡが参加することが想定されるが、委員について各

小・中学校などのＰＴＡが各部会一名程度それぞれの部会に選出されるの

か。   

  事務局：具体的な部会構成については、今後準備委員会の中で検討していただく。

令和５年度から組織の拡大を想定している。 

 

委 員：整備計画策定支援業務委託に係るプレゼンテーションを視聴して、プール

について提案がなかったが必要はないのか。 

事務局：今回の提案では整備を予定していないが、最近の事例、県内でも民間のス

イミングスクール活用などの事例も増えているとお聞きする。 

現在の小学校プールの活用などを含め、新たな施設整備が必要であるか準

備委員会で検討いただきたい。 

 

委 員：プレゼンテーションを視聴して、敷地内に段差があったりする中で階段が

多いように見えたが、バリアフリーの点はどうか。 

事務局：既存の中学校校舎等のつながりの仕方、エレベーターの活用で校舎内はバ

リアフリー的に問題のないような計画をしていく。また、個別要望などを

含めながら今後検討していく。 

 

９ 閉会 


